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やさしいお店プロジェクト（委員会） 
 

部会長 吉池隆幸（デフネット）   副部会長 大日方勇（(有)ドンキホーテ  

運営委員会担当者  岸田隆（森と木）    

ケアマネ連絡会担当者 小林千香（北部センター）、奥村和枝（サポートセンター）   

長野市障害福祉課担当者  斉藤弘   

１ 年間テーマ 

やさしいお店登録制度の広報活動を通して、障害者差別解消法における不当な差別的取り扱いの禁

止や合理的配慮の提供に努めることができる民間事業者を増やし、障害のある人の社会参加を応援

することを目的とする。 

２ 部会等の開催状況 

日時 会場 人数 

（人） 

部会のテーマ       主な内容 

月 日 

5 14 ドンキホーテ 

上松店 

6 （執行部会） 

 

運営委員について 

年間計画について 

6 27 森と木 6 （執行部会） 

 

ライオンズクラブでの説明について 

運営委員会の内容について 

7 5 ふれあい福祉 

センター 

17  制度説明 

交流会について 

タウンミーティングについて 

登録店名簿について 

9 6 森と木 5 （執行部会） 

 

登録店の状況 

点字メニューについて 

飲食店組合での広報について 

交流会について 

タウンミーティングについて 

10 9 ふれあい福祉 

センター 

9  交流会について 

タウンミーティングについて 

広報活動について 

11 14 市役所講堂 5 （執行部会） タウンミーティングについて 

12 20 森と木 13  登録店の状況 

タウンミーティングについて 

2 14 トイーゴ 90 タウンミーティング 講演会 

シンポジウム 
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３ 機関紙、冊子、アンケート調査・行事など報告書 

・やさしいお店タウンミーティング記録 

４ 課題について 

（１）主な検討課題 

①やさしいお店広報活動 

②やさしいお店タウンミーティングの実施  

（２）検討の目的と結果（現状） 

  ①ライオンズクラブや食品衛生組合など委員からの紹介で広報を行った。 

今後はコラボ企画やイベントなども検討したい。 

  ②タウンミーティングは、ポスターやチラシを登録店に配布したり、商店会に掲示を依頼したりす

ることで広く広報でき多くの市民の参加があった。 

 

（３）引き続き検討が必要とされる課題 

①やさしいお店登録制度の広報活動と登録申請の促進 

②差別解消法の啓発 

 

（４）部会の運営体制について 

福祉関係者だけでなく飲食店やコンビニ等の事業主に部会メンバーに加わってもらうことで、 

民間事業者にも関心を寄せてもらえることができた。 

 

５ 総括（1年間を振り返って） 

・タウンミーティングは講師の知名度で多くの一般市民が参加した。制度の広報、登録店の増加な

どを目的として一般市民が関心を持てるような内容を検討して実施したい。 

・昨年４月から障害者差別解消法の合理的配慮が民間事業者も義務となるがまだまだ周知されて

いない。やさしいお店登録制度と合わせて広報を今後も進めていきたい。 

・ライオンズクラブや商店会を通じて民間事業者とのつながりを深めることで登録を推進していき

たい。 

 


